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 令 和 ７ 年 度  学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 埼玉県立大宮中央高等学校 ） 
 

 

目指す学校像 
多様な学習システムにより、生徒の可能性を伸ばすとともに、他者を尊重する精神

を養い、主体的に行動できる生徒の育成を目指す。 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 様々な環境の中で生徒が主体的に学ぶ力を育成する。そのための教材を開発するなど多様な働

きかけを行い､授業改善を進める。また､生徒にとって魅力ある学校づくりを進める。 

２ 「決意･計画･継続」を土台として､生徒の自己管理能力の向上を図り､生活マナーなど他者を尊重する態度を醸

成する｡また､自己の可能性を発見し､社会で生きていく力をさらに伸張するためのサポートを行う。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   出席者 学校関係者    ７名 

    生徒        ６名 

    事務局(教職員) ２２名  Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)    

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年度評価（令和８年１月８日現在）  実施日（令和８年１月３１日） 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見･要望･評価等 

１ 

【通信制の課程】 
❶生徒は意欲的に学習に取組むが、
困難を感じる生徒も存在する。個々
に対応した指導の工夫が必要であ
る。 
❷生徒の進路実現に向けて外部機関
との連携を図り、更に魅力ある学校
づくりを進める必要がある。 

❶生徒が意欲

的かつ効果的

に学習できる

よう、ＩＣＴ

の活用も含め

指導方法の工

夫・研究を行

う。 

❷生徒の進路

意識の向上に

繋がる取組を

行う。 

【通信制の課程】 
❶生徒の主体的な学習活動に向
け､レポート･授業改善の他､ICT
活用(DX加速化推進事業)を推進
する。 
❷学習サポーターを活用する他､
様々な外部機関と連携し進路指
導を充実させる。 ○学習手帳の他、学習・受講ガ

イドの活用状況 
○外部機関との連携状況 
○ＩＣＴを活用した授業改善の
推進状況 
○生徒の学力の伸長状況 
○単位の修得状況 
○進路実績と高校卒業に向けた

生徒の取組状況とその満足度 

【通信制の課程】 
❶主体的な学習活動に向け、学
習手帳の活用状況９２％高い水
準を維持した。(R6.92%) 
❷厚労省による委託事業への参
加やハローワークや学習サポー
ター等外部の教育力を積極的に
活用し、意識の向上に繋げた。 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

【通信制の課程】 
❶情報教育の向上のため DX 加
速化推進事業を基に教育課程
を整理した。令和８年度の実
施に向けより推進を図る 
❷今後とも外部教育機関を積
極的に活用するため、計画・
運営等を組織的に行う。 

  

・教員から生徒への「声掛け」「挨拶」

は、生徒教員間の信頼関係づくりに向けて

とても良い取組である。次年度でも引き続

き多くの先生方に実践してほしい取組であ

る。 

 

・生徒アンケートの結果に「入学して良か

った」との回答が 97～98％とある。多様

な生徒が多い本校において安心した。今後

も、きめ細かく丁寧な指導、支援を先生方

に期待してる。 

 

・学校行事や部活動に参加した生徒は満足

感を得ている。その楽しさや充実感を生徒

全体に広く伝えたい。仲間の活躍を喜んだ

り、自分も参加してみようかと思う気持ち

が一人ひとりを元気づけると思う。 

 

・通信制課程での学習手帳活用率９２％な

ど数値化されていると評価に客観性が出て

くる。様々な取組の実績すべてを数値化す

ることは難しいと思うが、出来る限り数値

化して欲しい。 

 

・ペーパーレス化が進展している社会にお

いて、電子レポートなどで在学中にＤＸを

経験することは卒業後に役立つ取組である

と考える。 

 

・今年度から校内一足化が始まった。校内

美化も徹底されており、校舎内への出入り

の利便性からみても、他校でも参考になる

取組である。 

 

・３課程それぞれの特色があり、多様な生

徒が数多く入学してくる本校においては、

今後も先生方のサポート、支援に期待して

いる。多くの生徒が卒業できるよう指導い

ただけることに、今後も期待している。 

【単位制による通信制の課程】 
❶レポート電子化等による有効性を
検証し、更なる進化を進める必要が
ある。 
❷就職支援アドバイザーの指導下、
自身、社会にも有益な進路指導支援
を継続する必要がある。 

【単位制による通信制の課程】 
❶レポート電子化による課題を
整理し、生徒に還元する。 
 
❷就職支援アドバイザーを有効
活用し、求められる進路情報を
生徒に提供する。 

【単位制による通信制の課程】 
❶電子化により生徒はレポート学習に
一層専念でき、教員も添削等に集中で
きた。レポート完了率、単位修得率も
着実に上昇した。 
❷就職支援アドバイザーの支援により
生徒の就職に繋がる成果をあげること
ができた。 

【単位制による通信制の課程】 
❶更なる学習指導の工夫から
学校満足度や学校生活への意
欲向上に繋げていく。 
❷今後も就職支援アドバイザ
ーの協力の下、個々に応じた
支援指導を行う 

 

【単位制による定時制の課程】 
❶個々の生徒の学習目的・理解度に
応じた多様な学びを充実させ、学力
向上を図る必要がある。 
❷個々の生徒の実態に合った指導を
充実させ、進路意識の向上と主体性
の育成を図る必要がある。 

【単位制による定時制の課程】 
❶様々な講座を開設し、多様な
学びを充実させ、本課程の社会
的要請に応えていく。 
❷進路説明会・ガイダンスの開
催、適切な情報提供などきめ細
やかな進路指導を行う。 

【単位制による定時制の課程】 
❶単位制の特性を生かし、多様な
講座を開設し、生徒の多様な学び
に応えることができた。 
❷進路説明会開催、合同企業説明
会参加等を通じ、生徒一人一人の
状況に応じた進路指導を行った。 

【単位制による定時制の課程】 
❶更なる授業の改善を促進
し、生徒の多様な学びを充実
させ、基礎学力向上を図る。 
❷進路も多様化しているた
め、個々に応じた支援を組織
的に行っていく。 

 

２ 

【通信制の課程】 
❶丁寧な生活指導をとおして自己管
理能力、他者を尊重する態度を醸成
する必要がある。 
❷心のケアが必要な生徒が多く、個
に応じた教育相談体制を充実させる
必要がある。 ❶生徒の規範

意識の向上と

他者を尊重す

る姿勢を醸成

する。 

❷適切な情報

発信と、きめ

細やかな指導

を充実させ

る。 

【通信制の課程】 
❶スクーリング時の巡回指導､丁
寧な声掛けをとおして自己管理
能力､規範意識を高める。 
❷登校日を活かして積極的に生
徒理解に努め､教育相談室･相談
窓口の周知、活用を進める。 ○マナーを守り、けじめを持っ

た学校生活の状況 
○教育相談室の積極的なPRとそ
の活用状況 
○学校案内やホームページ、学
校説明会での積極的な情報発信
の状況 
○生徒との信頼関係に基づいた
指導状況 
○生徒の実態把握に基づいた適

切な対応の状況 

【通信制の課程】 
❶情報共有を密にし、各分掌・
委員会等と連携し巡回や声掛
け、ポスター掲示など適切な指
導を組織的に行った。 
❷学校生活に関するアンケート
等を実施して、その結果を踏ま
えたきめ細かい教育活動に活用
することができた。 

 

 

 

Ａ 

 

 

 
 

【通信制の課程】 
❶効果的な生徒情報共有方法
をさらに構築し、引き続き規
範意識等の向上を図る。 
❷今後も積極的に生徒の変化
を捉え、各方面から生徒情報
を共有し教育相談等へ繋げ
る。 

 

【単位制による通信制の課程】 
❶家庭状況、学習状況、対人関係構築
等不安を抱える生徒へのケアを常時ICT
の活用も含め見守る必要がある。 
❷HPなどICTを活用した個別相談会等で
情報提供を充実させる必要がある。 

【単位制による通信制の課程】 
❶教育相談担当を中心に個々の
状況に応じた支援を充実させ
る。 
❷HP の他 Google Classroom・
Meet など ICT を活用した個別相
談会や情報発信を実践する。 

【単位制による通信制の課程】 
❶ＳＳＷを中心とした教育相談
体制により困難な状況の改善や
登校への意欲向上に繋げた。 
❷本年度も、個別相談会におい
て転編入学の相談等充実したも
のとなった。 

【単位制による通信制の課程】 
❶専門家による対応を、チー
ムで共通認識し、体制構築を
引き続き推し進める 
❷転学希望者のニーズを検証
し、適切な情報提供を引き続
き行っていく。 

 

【単位制による定時制の課程】 
❶更なる規範意識の醸成と学習意欲
向上に向け、より共通理解を図った
指導が必要である。 
❷教育相談体制の整備により、効果
的に相談に応じられる体制を構築す
る必要がある。 

【単位制による定時制の課程】 
❶挨拶・声がけによる生徒理解と
生徒・教員間の信頼関係の醸成を
図り指導を行う。 
❷相談員、SC、SSＷとの情報共有
やきめ細やかな連携を通じ、様々
な生徒の悩みや不安に対応する。 

【単位制による定時制の課程】 
❶毎日、登校指導や巡回指導を
実施。生徒への積極的な声がけ
により信頼関係を構築した。 
❷教育相談部、各担任、教育相
談室が連携を図り、個々の生徒
の状況に応じた対応を行った。 

【単位制による定時制の課程】 
❶継続的な登校指導や巡回指導
による声がけと授業を通じて信
頼関係の構築を図っていく。 
❷様々な課題に適切に対応でき
る組織的な教育相談体制の確立
を構築する。 
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